
家庭系一般廃棄物について家庭系一般廃棄物について

問　有料指定ごみ袋（可燃ごみ
有料化）制度とごみ処理一元化
（ごみ分別方法統一）において、
①市が導入する制度、②それぞ
れの制度導入日、③延期の予定
はないのか、④有料指定ごみ袋
の価格・諸手数料詳細と設定額
の根拠、⑤減免や有料化除外等
の諸制度設計、⑥３地区のごみ
減量化の推移と周知啓発の取り
組み、⑦リスクマネジメント等の
観点から古河クリーンセンター 

の存続可否の方針、⑧総和地
区・三和地区の廃プラスチック
類の分別収集はいつから行うの
か、⑨現在、何も制度設計が決
まっていない状況下で、今後の
進め方・市民への説明はいつか
ら行うのか、以上について伺う。

答　①ごみ処理手数料を上乗せ
し徴収するという、有料指定ご
み袋制度を導入する。②有料指
定ごみ袋制度は令和８年４月１
日導入予定、ごみ処理一元化は
令和 10 年４月開始が目標であ
る。③さしま環境管理事務組合
（以下、組合）や構成市町での
事務協議に時間を要し、令和８
年４月開始は非常に難しい状況
である。④価格等の根拠につい
て、組合から提示されたものは
ない。⑤減免等の制度設計は検

討中であり、関連部署と適宜協
議する。⑥出前講座等で周知啓
発し、３地区において排出量に
減少がみられた。⑦ごみ処理一
元化に伴い、廃止の方針である。
⑧組合の処理施設の受け入れ体
制や、構成市町の収集スケ
ジュールの見直しの課題もあり、
組合と協議していく。⑨組合お
よび構成市町での検討状況を見
て必要な情報を発信し、混乱を
招かないよう適切に対応したい。

≪その他の質問≫
・学校教育について

阿久津　佳子 議員

古河市市営住宅について古河市市営住宅について

問　市営住宅は、地域のセーフ
ティーネットとして重要な役割
を担っているが、老朽化の進行、
入居率の低下、高齢化の加速な
ど、複合的な課題が同時に進ん
でいる。これらの課題に対し、
個別対応ではなく、中長期的な
視点で総合的な住宅政策の再構
築が必要である。所見を伺う。

答　老朽化等の問題はあるが、
長寿命化計画に基づいて、今後

も適切に修繕していく。また、
入居希望者アンケート等で希望
が多い、低層階の空き住戸の修
繕を優先的に進めている。民間
の住居等の活用も含め、市営住
宅の在り方についても検討した
い。市が目指す地域共生社会の
根幹である「誰一人取り残さな
い」という理念の実現に向け、
関係機関等と連携し、高齢者の
孤立防止や見守りを進めていく。

ククヤ台市営住宅

古河市の SNS 運用について古河市の SNS 運用について

問　SNS は行政情報を市民に

届けるための重要な基盤であり、
単なる宣伝ツールではなく、市
民との信頼関係を築くための公
共インフラといっても過言では
ない。現状では、投稿頻度のば
らつき、担当体制の負担、内部
規程の整備状況など、改善の余
地があると感じる。所見を伺う。

答　今後も多くの市民にフォ
ローしていただけるよう魅力あ
る配信に努める。担当体制は職
員３人だが、インスタグラムに
おいては、市民記者の協力もい
ただいている。運用ポリシー等
は、他市町村の事例も参考にし、
適宜見直しする。緊急時などの
情報発信は、災害訓練等を通じ
て、迅速かつ適切な情報発信が
できるよう運用体制の強化を図
る。

小森谷　博之 議員
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